
番号 文化財の名前 時代 特記事項

大澤久右衛門家住宅

・土蔵

江

戸
住宅・土蔵

江戸後期の住宅と土蔵。弘化3年の大火の延焼を食

い止めた。以来半蔵づくりが行田の特徴。
非公開

今津印刷所店蔵・主屋・

土蔵

江

戸
今津蔵

元禄年間(1688～1703)創業。江戸後～末

最古の店蔵。由緒ある老舗印刷所。
現:今津印刷所

森家土蔵・古蛙庵
江

戸
足袋蔵

嘉永3年と明治45年の土蔵造りの足袋蔵。一棟は既

存の土蔵を明治時代に足袋蔵に転用。
古蛙庵

十万石ふくさや行田本店

店舗

明

治

十万石店

舗

明治16年建設の行田を代表する店蔵。江戸

様式の蔵が特徴（国登録有形文化財）。

十万石ふくさや行田本店

店舗

足袋蔵まちづくりミュージア

ム(栗代蔵)

明

治
栗代蔵

日露戦争後の足袋工場建設ブームに明治39

年(1906)建てられた最初の足袋蔵。

足袋蔵まちづくり

ミュージアム

足袋蔵・案内板

7

9

10

13

17

江戸時代の行田の大火の中で、弘化3年(1846)の

大火は記録的なもの。この大火を止めたのが行田町

最大の豪商であった藍染の綿布問屋の「大澤久右衛

門」家の蔵。江戸後期建設と思われる住宅と土蔵。そ

してこれを契機に防火に有効な蔵造りの建物が多くた

てられるようになりました。住宅は風が吹き付ける側だけ

を塗り壁としています。こうした「半蔵づくり」の建物が行

田の蔵づくりの大きな特徴です。

『森家土蔵』嘉永3年(1850)と明治45年(1912)棟

上の2棟の土蔵造りの足袋蔵。前者は既存の土蔵を

明治時代に足袋蔵に転用したもの。現:私的民芸館

「古蛙庵」。



番号 文化財の名前
活躍

蔵

無言

蔵
特記事項 今の活動(お店、会社名)

草生蔵
明

治
草生蔵

明治43年のコンクリートの水平ラインが印象的な2階建

ての足袋蔵。市内で最も古い石造りの蔵
非公開

保泉蔵
明

治
保泉蔵

明治から昭和初期と時代変遷の足袋蔵。店蔵、主

屋、足袋蔵が一列に並ぶ蔵並び短冊型が特徴。
商店

Caf・閑居・足袋蔵ギャラリー門・足袋

蔵パン工房・クチキ建築設計事務

所・土蔵

大

正
住宅・土蔵

大正5年(1916)の足袋蔵(3階建土蔵)。昭

和5年建設の奥貫賢一氏の高級住宅も含。

Caf・閑居・足袋蔵ギャラリー門・足袋

蔵パン工房・クチキ建築設計事務所

イサミコーポレーションスクール工場・

事務所・土蔵・モルタル蔵・木造倉庫
大正 足袋工場

明治40年の行田最古の大規模足袋工場。大正～昭

和の木造洋風住宅ノコギリ屋根、蔵。
イサミコーポレーション

時田家住宅・時田蔵
大

正
時田蔵

大正の足袋蔵(袖蔵形式の土蔵)。周辺の足袋蔵も含

めて行田の足袋産業全盛期の貴重な建物群。
非公開
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足袋蔵・案内板

19

16



番号 文化財の名前 特記事項 今の活動(お店、会社名)

田代蔵
大

正
田代蔵

大正時の住居と足袋蔵。昭和初期の店舗・主

屋と土蔵(足袋蔵)の5棟が一列に並んでいる。

旧忍町信用組合店舗
大

正
店舗

大正11年の木造洋風銀行店舗。ルネッサンス

風の木造二階建。

新町自治体集会場【現

解体中】

大澤家住宅旧文庫蔵
大

正
文庫蔵

大正15年の住宅・土蔵(行田唯一のモダンレンガ蔵)。

関東大震災後の耐火性を考えた建物。
非公開

奥貫蔵(あんと)
大

正
奥貫蔵

大正～昭和初期の戦争景気で財を成し足袋倉庫とし

て建設。足袋産業の栄華を伝える足袋蔵。
蕎麦店

旧荒井八郎商店事務所

兼住宅・大広間棟・洋館

昭

和
住宅・洋館

昭和元年・7年・10年の住宅兼事務所。かつては”足

袋御殿”と呼ばれた贅をつくした建物。
和牛懐石『彩々亭』

36

足袋蔵・案内板
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ルネッサンス風の木造二階建で屋根と壁面の配色がな

かなか瀟洒だ。屋根にはド－マー窓が設けられている。

元来は、足袋商店主たちが出資して創業した忍町信

用組合(地元金融機関)の店舗で、表通りに面してい

ない所あるのが珍しい。足袋産業の発展を支えてきま

した。かつては新町自治会の集会所として使われてい

たが、現在は廃屋。

23



番号 文化財の名前 特記事項 今の活動(お店、会社名)

行田窯
昭

和
足袋蔵

昭和初期に建設された現存する数少ない木造の足袋

蔵。新井八郎商店の足袋原料倉庫。
陶芸工房「行田窯」

イサミコーポレーション足袋

工場

昭

和
足袋工場

昭和初期のノコギリ屋根の木造洋風工場。鈴

木勝次郎商店の大規模足袋工場。
イサミコーポレーション

鯨井家倉庫
昭

和
倉庫

昭和3年の足袋原料倉庫。現存する市内唯

一の戦前の鉄骨コンクリート造の足袋蔵。

時田足袋蔵
昭

和
足袋蔵

昭和4年の足袋専用倉庫。明治28年創業の時田啓

衛門商店の倉庫
非公開

旧小川忠次郎商店店舗

及び主屋

大

正
店舗

大正14年に棟上げし、昭和4年頃に完成した店舗兼住

宅。行田最後の店蔵(国登録有形文化財)。
そば打ち教室「忠次郎蔵」

27

現存する市内唯一の戦前の鉄骨コンクリート造の足袋

蔵。昭和3年(1982)に建設された鉄筋コンクリート造

の元足袋原料倉庫(足袋蔵)。陸屋根の小型の足袋

蔵ですが、現存する市内で唯一の戦前の鉄筋コンク

リート造りの足袋蔵として貴重な存在です。

29

24

足袋蔵・案内板

26

28



番号 文化財の名前 特記事項 今の活動(お店、会社名)

武蔵野銀行行田支店店

舗

昭

和
銀行店舗

昭和9年(1934)の足袋のまちを支えた銀行。彫の深

い鉄筋コンクリートとスクラッチタイル。

武蔵野銀行行田支店店

舗

牧野本店・主蔵・土蔵・

足袋とくらしの博物館

大

正

足袋工場・

店蔵

明治32年(1989)～大正期の足袋全盛期の足袋商

店の様相を現す建物群。
足袋とくらしの博物館

藍染体験工房「牧禎舎」
昭

和
工場・住宅

昭和15年の創業時に建設した工場と事務所兼住宅。

戦前の日本屋敷の佇まいを継承。
藍染体験工房

孝子蔵 孝子蔵
昭和26年の店蔵兼住宅、工場、倉庫が一列に並ぶ

足袋蔵。最後の輝きを伝える足袋の近代化遺産。
非公開

栗原家モルタル蔵
昭

和
モルタル蔵

昭和28年に農家の米蔵を移築したモルタル蔵。数少な

い戦後の移築転用された足袋蔵。
非公開

足袋蔵・案内板

37

昭和28年(1953)に館林市の農家の米蔵を移築した

元:福力足袋有限会社のモルタル造の足袋蔵。数少

ない戦後の移築転用された足袋蔵です。大正時代に

足袋産業から派生した被服産業も台頭し、倉庫が建

設された時代です。
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番号 文化財の名前 特記事項 今の活動(お店、会社名)

小沼蔵
昭

和
小沼蔵

昭和29年に建設した石蔵。頑固な基礎工事が特徴

で、戦後の振興、最末期の均整のとれた足袋蔵。
非公開

38

足袋蔵・案内板


